
[成果情報名] 胸高直径による海岸クロマツ林の林分密度管理

海岸クロマツ林を健全な林分に誘導するための本数調整の目安として、胸高直径[要約]

が林分密度管理基準として適用できる。
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[背景・ねらい］

海岸クロマツ林は、体系づけられた技術指針がないため除間伐等の十分な保育管理がな

されず過密で脆弱な状態にある。このため防災機能を損なわず、より機能の高い海岸ク

ロマツ林を仕立てていくための密度管理基準が必要である。

［成果の内容・特徴］

１．現況林分は密度管理林分と比べると、胸高直径や樹高が小さくなるとともに本数密

度が高くなる傾向にある（図１ 。）

２．密度管理林分における胸高直径や樹高と本数密度との関係では、樹高よりも胸高直

径の方が本数密度との相関が高く、胸高直径（Ｄ）と本数密度（Ｎ）の間には下記

の回帰式が得られた（図２ 。）
-0.9126

Ｎ＝ Ｄ19299

３．上記の式から求めた数値をもとに、県内の海岸クロマツ林の林分密度管理基準を作

成した（表１ 。）

［成果の活用面・留意点］

１）台風等の襲来を想定し、林分構造を急激にかえるような強度の間伐を行うと風倒

木などの被害が予測されるので、計画的にかつ頻度の高い間伐を行う。

２）風当たりの強い林縁部（２～３列程度）は、間伐を控える。



[具体的データ]

図１ 現況林分と密度管理林分との関係

図２ 密度管理林分における平均胸高直径・平均樹高と本数密度との関係

表１ 林分密度管理基準
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